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ワーイ！きもちイィー（幼児学園プール開き　６月24日）
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（
６
月
定
例
会
）

急 げ ! 住 宅 の 確 保 を

濵中 満 町長

　６月定例会を10日に開催しました。まず、濵中新町長から町政運営

の重点的に取り組みたいテーマ等について所信表明があり、議員から

多くの質問が出ました。

　続いて町長・教育長報告があり、一般質問では３人が登壇し、町政

を問いました。

　平成26年度補正予算等、報告４件・議案５件を審議し、いずれも原

案のとおり全員賛成で可決し閉会しました。

Q
（
浜
口
）
子
ど
も
の

人
口
を
増
や
す
に
は

若
い
夫
婦
に
直
島
で
住
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
。
そ

の
た
め
に
は
、
住
む
家
が
あ

る
こ
と
・
仕
事
が
あ
る
こ
と
・

子
育
て
の
環
境
が
整
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
条
件
だ
。
特

に
住
宅
の
問
題
は
急
ぐ
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し
た

の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
の
企
業
の
誘
致
も

期
待
で
き
る
。
他
に
も
例
が

あ
る
の
で
研
究
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

友だちいっぱい増やしてよ

主
な
質
疑

町
政
運
営
の
基
本
方
針

　

直
島
は
世
界
中
か
ら
注
目

さ
れ
る
町
に
な
っ
た
。
こ
の

良
い
流
れ
を
変
え
ず
、
昨
年

策
定
し
た
第
４
次
直
島
町
総

合
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
前
に
向

か
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢

● 

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ

く
り
を
皆
様
と
共
に
。

● 

「
和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」

を
基
本
と
し
町
民
総
参

加
・
官
民
一
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
。

重
点
的
に
取
り
組
み
た
い

テ
ー
マ

①
子
ど
も
の
人
数
を
増
や
す

　

離
島
の
過
疎
の
町
で
人
口

を
増
や
す
の
は
難
し
い
が
、

若
い
世
代
の
人
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
長
所

を
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば

増
や
す
こ
と
も
可
能
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
内
で

就
職
、
結
婚
し
て
も
ら
い
、

住
む
家
が
あ
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
や

教
育
・
医
療
等
の
充
実
も
必

要
だ
。

② 

女
性
と
高
齢
者
が
活
躍
で

き
る
町
に
す
る
こ
と

　

町
の
人
口
の
半
分
以
上
が

女
性
で
、
34
％
の
人
が
高
齢

者
だ
。
こ
れ
ら
の
方
々
の
意

見
を
十
分
に
聞
き
町
政
に
反

映
さ
せ
て
い
く
。

③ 

町
の
情
報
化
を
進
め
る
こ
と

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル

が
敷
設
さ
れ
、
来
年
２
月
に

は
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
切
り
替
わ
る
。

　

お
年
寄
り
の
安
否
確
認
や

防
災
情
報
の
正
確
で
迅
速
な

伝
達
、
ま
た
、
将
来
的
に
は

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
郵
便

で
は
な
く
端
末
へ
直
接
配
信

し
た
り
、
買
い
物
の
支
援
等

に
活
用
で
き
る
可
能
性
も
あ

る
。お

わ
り
に

　

今
年
は
町
制
施
行
60
周
年

の
記
念
の
年
だ
が
、
こ
れ
か

ら
本
町
が
ま
す
ま
す
元
気
に

な
り
、
１
０
０
周
年
を
目
指

し
て
が
ん
ば
る
町
に
な
れ
る

よ
う
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
所
信
表

明
と
す
る
。

所 信 表 明
A
（
町
長
）
住
宅
確
保

は
喫
緊
の
課
題
だ
。

現
在
、
家
族
用
住
宅
２
戸
建

設
を
提
案
し
て
い
る
。ま
た
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る

空
き
家
の
発
掘
な
ど
期
待
し

て
い
る
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は

全
国
の
過
疎
地
で
運
動
を
進

め
て
い
る
。
可
能
性
が
あ
れ

ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
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急 げ ! 住 宅 の 確 保 を

町営住宅建設予定地（横防）

焼却施設建設予定地（重石）

西岡　幸子 氏

農業委員会委員を推薦 Q
（
小
林
）「
未
来
に

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く

り
」で
何
か
考
え
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
７
月
に
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
た
ち
あ
げ
て
皆
さ
ん
と

相
談
し
な
が
ら
は
じ
め
た
い
。

私
の
任
期
中
に
人
口
増
加
に

転
じ
現
状
の
１
割
増
ぐ
ら
い

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Q
（
小
野
）
町
内
の
企

業
に
若
い
女
性
が
働

け
る
職
場
を
新
た
に
つ
く
る

よ
う
要
請
し
て
は
。

A
（
町
長
）
若
い
女
性

の
仕
事
が
ど
れ
く
ら

い
あ
る
か
把
握
し
て
い
な

い
。
調
べ
て
増
や
す
可
能
性

が
あ
れ
ば
要
請
し
た
い
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
町
長
か
ら
農
業
委
員
会

委
員
の
推
薦
依
頼
（
議
会
が
推
薦
し
、
町
長
が

選
任
）
が
あ
り
、
議
会
と
し
て
西
岡
幸
子
氏
を

再
度
推
薦
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
29
年
７
月
19
日
ま
で
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

工
事
請
負
契
約

　

レ
フ
ァ
シ
ー
ド
直
島
の
16

床
増
床
に
対
す
る
補
助
金
、

町
営
横
防
家
族
用
住
宅
の
設

計
料
及
び
土
地
購
入
費
な

ど
、
２
０
９
６
万
円
を
追
加

補
正
し
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

●
前
年
度
繰
越
金

 

１
０
３
８
万
円
追
加

●
社
会
福
祉
費
補
助
金

 

９
６
０
万
円
追
加

●
児
童
福
祉
費
補
助
金

 

３
７
４
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

● 
特
養
レ
フ
ァ
シ
ー
ド
増
床

事
業
補
助

 

９
６
０
万
円
追
加

● 

町
営
横
防
家
族
用
住
宅
設

計
委
託
料

 

２
０
８
万
円
追
加

●
土
地
購
入
費

 

８
１
０
万
円
追
加

主
な
質
疑

Q
（
丸
山
）
土
地
購
入

の
面
積
と
家
族
用
住

宅
の
広
さ
、
建
築
に
着
手
す

る
時
期
は
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

３
３
４
・
６
７
㎡（
約

１
０
１
坪
）
で
１
戸
当
た
り

75
〜
80
㎡
く
ら
い
で
２
戸
を

考
え
て
い
る
。
早
け
れ
ば
９

月
議
会
に
建
設
費
の
補
正
予

算
を
提
案
し
た
い
。

●
工
事
名

　

直
島
町
焼
却
施
設
整
備
工
事

○
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額　

７
億
９
７
０
４
万
円

○
契
約
の
相
手
方　

内
海
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社

○
工　
　
　
　

期　

町
指
定
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
18
日

●
工
事
名

　

直
島
町
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
（
同
報
系
）
施
設
整
備
工
事

○
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

○
契
約
金
額　

１
億
７
９
２
８
万
円

○
契
約
の
相
手
方

　

 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
シ

ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
四
国

社
○
工　
　
　
　

期　

町
指
定
日
か
ら
平
成
27
年
２
月
28
日
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次
の
展
示
作
品
は

次
の
展
示
作
品
は

Q
（
浜
口
）
宮
浦
ギ
ャ

ラ
リ
ー
六
区
で
次
の

展
示
作
品
に
つ
い
て
何
か
聞

い
て
い
る
か
。

●３月12日　平成25年度直島町表彰式を議
会議場で執り行い、３人に表彰状を贈呈
しました。また、瀬戸内国際芸術祭2013
において貢献いただいた個人・団体の計
15組に感謝状を贈呈しました。
●４月８日　中国電力㈱岡山営業所から昨
年５月に発生した海底送電線の修理完了
報告を受けました。
●４月26日～５月６日　宮浦港他でゴール
デンウィーク中の観光客増加に備えた受
入体制の強化を図り、町営バスも増便し
ましたが、期間中は昨年を約２割下回る
来島者となり、特に大きな混乱はありま
せんでした。
●５月３日　つり公園において、９月末ま
での土・日・祝日における「タイのお刺
身定食」などの販売や予約制による「タ
イの塩釜焼き」の営業を開始し、「タイの
釣掘」も始めました。
●５月20日　新町長として初登庁し、全職
員に対して就任にあたっての訓示をしま
した。

フ
ェ
リ
ー
料
金
改
定

フ
ェ
リ
ー
料
金
改
定

Q
（
丸
山
）
車
の
運
賃

は
消
費
増
税
で
、土
・

日
・
祝
日
は
３
％
程
度
あ

が
っ
た
が
、
平
日
は
１
割
近

い
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

四
国
汽
船
と
の
話
の
内
容
を

聞
き
た
い
。

A
（
町
長
）
通
常
の
料

金
は
３
％
ア
ッ
プ
に

な
る
が
、
車
の
町
民
割
引
の

復
路
部
分
を
高
く
す
る
話

だ
っ
た
の
で
、
町
と
し
て
は

認
め
ら
れ
な
い
の
で
反
対
す

る
と
言
っ
た
が
、
聞
き
入
れ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

四国汽船との
話の内容は 濵中町長

聞き入れて
もらえなかった

町長報告

（主なもの）主
な
質
疑

　内容を一新した「宮浦ギャラリー六区」

こんな大物も釣れますよ

A
（
町
長
）
作
品
の
入

れ
替
え
を
し
て

オ
ー
プ
ン
す
る
の
は
聞
い
て

い
る
が
、
誰
の
作
品
か
は
聞

い
て
い
な
い
。

ポ
イ
捨
て
や
め
よ
う

ポ
イ
捨
て
や
め
よ
う

Q
（
松
島
）
オ
フ
ト
ー

ク
で
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
に
関
し
て
放
送
し
て
い

る
。
来
島
者
向
け
の
啓
発
を

し
て
ほ
し
い
が
。

A
（
町
長
）
観
光
客
も

町
民
も
捨
て
て
い
る

よ
う
だ
。
観
光
客
向
け
の
啓

発
は
、
観
光
協
会
等
と
相
談

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。釣

果
が
出
て
い
な
い

釣
果
が
出
て
い
な
い

Q
（
石
川
）
タ
ケ
ノ
コ

メ
バ
ル
の
稚
魚
放
流

を
し
て
い
る
が
、
釣
果
が
出

て
い
る
話
は
、
ほ
と
ん
ど
聞

か
な
い
。
釣
果
が
出
る
よ
う

な
他
の
稚
魚
を
放
流
し
て
は
。

A
（
町
長
）
指
摘
の
と

お
り
釣
果
が
出
て
い

な
い
よ
う
だ
。
他
の
稚
魚
も

検
討
し
た
い
。

色
々
と
考
え
て
い
ま
す

色
々
と
考
え
て
い
ま
す

Q
（
井
下
）
つ
り
公
園

の
集
客
増
で
、
ど
ん

な
改
善
・
対
策
を
し
た
か
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

春
に
タ
イ
が
よ
く
釣

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
タ
イ

釣
り
大
会
を
始
め
た
。
釣
具

屋
さ
ん
等
に
ポ
ス
タ
ー
を

貼
っ
て
も
ら
い
、
賞
品
も
協

賛
で
き
る
物
は
出
し
て
も

ら
っ
た
。

Q
（
井
下
）
町
内
等
へ

の
情
報
発
信
は
。

A
（
建
設
経
済
課
長
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

出
し
て
い
る
が
、
何
か
い
い

方
法
が
な
い
か
検
討
し
た
い
。

光
回
線
必
要
な
の

光
回
線
必
要
な
の

Q
（
小
野
）
光
回
線
へ

の
切
替
工
事
で
必
要

の
な
い
人
も
切
り
替
え
し
て

い
る
よ
う
だ
。
町
広
報
の
中

で
あ
る
程
度
説
明
し
て
い
る

が
、
も
う
少
し
詳
し
く
説
明

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

A
（
町
長
）
私
も
聞
い

て
い
る
。
オ
フ
ト
ー

ク
で
注
意
喚
起
の
放
送
を
し

た
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
等
で
お
年
寄
り

に
注
意
し
て
下
さ
い
と
言
っ

た
が
、
ど
ん
な
対
策
が
と
れ

る
か
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
も
相
談
し
た

い
。
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主
な
質
疑

中学生が大活躍のゴミ拾いツアー（内ケ浜）

新しくなった三番叟の衣装

岡教育長

利用している

教育長報告

ハザードマップの
　　活 用 は

●３月７日　教育委員会定例会が開催され、松下啓一氏が委員

長に再任されました。

●４月１日　学校給食センターの調理業務を㈱ニッコクトラ

ストに委託しました。

●４月26日　Naoshima Egg のガイド活動を実施し、子ども９

人、大人３人、事務局２人で外国人客７人に直島を紹介しま

した。

●５月14日　女文楽「三番叟」で使われる衣装のお披露目会が

行われました。

●５月16～17日　中学校生徒会主催の直島一周ゴミ拾いツ

アーが、ライオンズクラブや一般住民と共に実施されました。

●５月31日　平成26年度幼小中合同運動会・第21回町民体育祭

を開催し、町制施行60周年記念行事として、聖火リレーが実

施されました。

（主なもの）

協
議
・
意
見
交
換
の 

 

内
容
は

協
議
・
意
見
交
換
の内容

は

Q
（
大
谷
）
学
校
給
食

の
調
理
を
行
う
委
託

業
者
と
の
協
議
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
安
全
管

理
の
共
通
理
解
と
、

今
後
も
関
係
者
協
議
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

防
災
教
育
で
の 

 

活
用
は

防
災
教
育
で
の

活
用
は

Q
（
中
野
）
学
校
の
防

災
教
育
で
は
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を
し

て
い
る
か
。

A
（
教
育
長
）
学
校
で

は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
見
方
や
、
避
難
訓
練
の
事

前
指
導
な
ど
、
積
極
的
に
利

用
し
て
い
る
。

外
国
人
に
女
文
楽
の 

 

Ｐ
Ｒ
を

外
国
人
に
女
文
楽
のＰ

Ｒ
を

Q
（
中
野
）
女
文
楽
で

英
語
の
字
幕
入
り
の

ビ
デ
オ
等
を
作
成
し
、
Ｐ
Ｒ

し
て
は
ど
う
か
。

A
（
教
育
長
）
座
員
と

も
協
議
し
、
活
用
方

法
を
考
え
る
。

❶生涯にわたって学び続ける意欲を養い、
基礎・基本の確実な定着を図るとともに、
自ら学び自ら考える力を育てること。

❷人間や自然を愛する心を養い、豊かな道
徳性を育てること。

❸自主・自立の精神を養い、たくましい心
身を育てること。

❹町民憲章に基づき、力をあわせて豊かな
美しいふるさとをつくる心を育てること。

❺社会連帯の意識を養い、国際的視野に立
ち国を愛する心を育てること。

基本方針

平成26年度直島町教育方針
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経
済
・
民
生

総
務
・
文
教

活
性
化
対
策
特
別

浜口 敏夫 委員長

小林 眞一 委員長

石川 知久 委員長

　

５
月
20
日
、
22
日
の
両
日
、
合
同
常
任
委
員
会
を
開
催
。
各
課
か
ら
行
事
・
事
業
等
の
報
告

を
受
け
、
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
の
み
報
告
し
ま
す
。

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
診
療
状
況 

（
平
成
25
年
度
実
績
）　　
　

　

①
外
来
患
者　

１
万
６
５
５
１
人（
１
日
平
均
67
・
８
人
）

　

②
入
院
患
者　
　
　

２
６
５
９
人（
１
日
平
均
７
・
３
人
）

　

③
病
床
稼
働
率　
　

37
・
８
％

Q
　

設
備
・
備
品
な
ど
高
額
な
も
の
が
多
い
。
計
画
的

な
買
い
替
え
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

A
　

医
師
や
師
長
と
相
談
し
計
画
的
に
や
り
た
い
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○ 

３
月
25
日　

瀬
戸
芸
香
川
県
実
行
委
員
会
で
、
２
０
１
６

買
い
替
え
は
計
画
的
に

買
い
替
え
は
計
画
的
に

瀬
戸
芸
２
０
１
６
が
決
定

瀬
戸
芸
２
０
１
６
が
決
定

〔
教
育
委
員
会
〕

○ 

３
月
12
日　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
２
人
が
新
加
入
し
、

14
人
に
な
っ
た
。

○ 

３
月
26
日　

な
お
し
ま
Ｅ
ｇ
ｇ
の
関
係
者
会
議
が
行
わ

れ
、
今
年
度
は
会
員
が
10
人
と
な
り
、
新
た
に
ガ
イ
ド
養

成
講
座
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

○ 

５
月
15
日　

学
校
外
活
動
指
導
者
の
会
が
開
催
さ
れ
今
年

度
は
、
テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
、
編
み
物
、
茶
道
が
実
施
さ

れ
る
。

新
た
に
２
人
が
加
入

新
た
に
２
人
が
加
入

ガ
イ
ド
活
動
養
成
講
座
を

ガ
イ
ド
活
動
養
成
講
座
を

学
校
外
活
動
は
４
サ
ー
ク
ル
で

学
校
外
活
動
は
４
サ
ー
ク
ル
で

　

５
月
20
日
、
香
川
県
か
ら
川
田
環
境
森
林
部
長
他
、
町
か

ら
濵
中
町
長
、
担
当
課
長
他
が
出
席
し
、
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
県
に
対
し
、
豊
島
廃
棄
物
処
理
事
業
は
、
終
了

ま
で
３
年
を
切
っ
て
い
る
の
で
気
を
引
き
し
め
て
処
理
を
す

る
こ
と
。

　

ま
た
、
施
設
の
後
利
用
は
県
と
十
分
に
協
議
し
た
い
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
豊
島
廃
棄
物
処
理
事
業
の
実
施
状
況
・
処
理
対

象
量
及
び
残
存
量
の
推
計
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

Q
　

見
学
者
数
で
豊
島
側
は
あ
ま
り
減
少
し
て
い
な

い
。
直
島
側
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
、理
由
は
。

廃
棄
物
は
ま
だ
増
え
る
の
か

廃
棄
物
は
ま
だ
増
え
る
の
か

主
な
質
疑

県
に
新
町
長
と
真
摯
に

向
き
合
う
よ
う
要
望
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礼儀作法を身につけよう（茶道サークル）

大きくなあれ（稚魚の放流）

活性化委員会

年
に
第
３
回
目
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
を
開
催
す
る
こ
と

が
正
式
に
決
定
し
た
。

○ 

５
月
１
日　

つ
り
公
園
で
タ
ケ
ノ
コ
メ
バ
ル
の
稚
魚

５
０
０
０
尾
を
放
流
。幼
児
学
園
園
児
28
人
が
参
加
し
た
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○ 

４
月
19
日　

春
の
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、

つ
つ
じ
荘
発
着
で
直
島
ダ
ム
を
回
る
コ
ー
ス
に
、
33
人
が

参
加
し
た
。

〔
環
境
水
道
課
〕

○ 

４
月
26
日
〜
５
月
６
日　

う
ぃ
・
ら
ぶ
・
な
お
し
ま
「
エ

コ
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
」
が
海
の
駅
で
開
か
れ
、
77
点

の
出
品
が
あ
っ
た
。
第
10
回
記
念
で
、
宮
島
達
男
さ
ん
か

ら
１
作
品
、
加
納
容
子
さ
ん
か
ら
２
作
品
の
特
別
展
示
が

あ
っ
た
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
開
催

Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
開
催

〔
総
務
課
〕

○ 
４
月
６
〜
15
日　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施
し
、

４
月
10
日
に
宮
ノ
浦
池
交
差
点
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ

た
。

○ 

４
月
27
日
〜
５
月
６
日
の
Ｇ
Ｗ
中
の
混
雑
緩
和
対
策
と
し

て
、
観
光
客
に
乗
車
案
内
や
、
バ
ス
の
臨
時
便
を
運
行
し

た
た
め
、
大
き
な
混
雑
は
な
か
っ
た
。

　

期
間
中
の
乗
客
数 

１
万
７
７
８
５
人　
　
　
　
　
　

　

１
日
最
高　

 

４
６
７
５
人
（
５
月
４
日
）

交
通
安
全
県
民
運
動

交
通
安
全
県
民
運
動

Ｇ
Ｗ
中
の
混
雑
緩
和
対
策

Ｇ
Ｗ
中
の
混
雑
緩
和
対
策

A
　

豊
島
側
は
処
理
が
進
み
地
形
が
変
わ
る
。
直
島
側

は
施
設
が
同
じ
で
あ
る
。

Q
　

溶
融
ス
ラ
グ
の
発
生
量
と
販
売
量
の
差
は
。

A
　

高
松
・
坂
出
・
小
豆
島
の
ス
ラ
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
積
み
置
い
て
い
る
た
め
。

Q
　

豊
島
で
廃
棄
物
が
な
い
と
考
え
て
い
た
所
か
ら
廃

棄
物
が
出
た
が
、
他
に
出
る
可
能
性
は
。

A
　

完
全
に
な
い
と
は
言
え
な
い
が
基
本
的
に
は
、
な

い
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

町
も
県
も
顔
ぶ
れ
が
一
新
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も

良
い
関
係
は
続
く
と
思
っ
て
い
る
か
。

A
　

直
島
町
と
は
情
報
交
換
し
、
相
談
し
な
が
ら
事
業

を
進
め
た
い
。

　

な
ど
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
県
は
新
町
長
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
旨
を

要
望
し
閉
会
し
ま
し
た
。
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町長 どう考えますか
一 般 質 問

大谷 智子 議員
〔町長〕本人の意向を聞きたい

濵田孝夫氏を名誉町民に

６月定例議会での一般質問には３人が登壇し、町政をただしました。
内容は質問者の責任において作成されたものを掲載しています。

　

今
年
は
町
制
施
行
60
周
年

の
年
だ
が
、
こ
の
記
念
す
べ

き
年
に
、
前
町
長
の
濵
田
孝

夫
氏
を
名
誉
町
民
に
顕
彰
し

て
は
、
と
考
え
る
。

　

濵
田
氏
が
町
長
に
就
任
さ

れ
た
の
は
平
成
11
年
４
月
。

こ
の
時
、
日
本
最
大
の
豊
島

産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
事
件

が
浮
上
し
た
。

　

香
川
県
か
ら
直
島
で
処
理

す
る
案
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を

受
け
て
濵
田
町
長
は
住
民
説

明
会
を
開
催
し
、
受
け
入
れ

の
前
提
と
し
て
４
条
件
を
示

し
直
島
で
処
理
す
る
と
決
断

さ
れ
た
。

　

こ
の
決
断
ま
で
濵
田
町
長

は
「
心
の
安
ま
る
日
は
一
日

も
な
い
」と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
他
に
も
海
底
送
水
管

な
ど
簡
易
水
道
の
更
新
・
24

時
間
体
制
の
ふ
れ
あ
い
診
療

所
建
設
・
特
養
施
設
レ
フ
ァ

シ
ー
ド
の
誘
致
な
ど
、
情
熱

を
持
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
、

現
在
の
「
環
境
と
ア
ー
ト
の

島
」
を
創
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
功
績
は
大
き
く
「
安

藤
忠
雄
」
氏
と
共
に
名
誉
町

民
に
顕
彰
し
て
は
、
と
考
え

る
が
町
長
の
ご
所
見
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
有
益
な
た

く
さ
ん
の
事
業
に
取

り
組
ま
れ
、
直
島
は
素
晴
ら

し
い
町
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
多
大
な
功
績
は

こ
れ
ま
で
に
名
誉
町
民
に
な

ら
れ
て
い
る
方
々
に
、
ま
っ

た
く
引
け
は
取
ら
な
い
と
考

え
る
。「
名
誉
町
民
」
に
推

挙
し
た
い
と
考
え
る
が
本
人

の
意
向
も
聞
き
た
い
。

　

高
原
城
址
は
５
年
前
ま
で

「
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
」に
も
載
っ

て
い
な
い
忘
れ
去
ら
れ
た
場

所
だ
っ
た
。

　

樹
木
の
里
親
制
度
が
あ
っ

た
時
、
個
人
が
桜
・
梅
・
椿

な
ど
を
植
え
た
が
、
そ
の

木
々
は
伸
び
放
題
に
大
き
く

な
り
、
荒
れ
果
て
た
無
残
な

場
所
に
な
っ
た
。

　

ベ
ネ
ッ
セ
活
動
助
成
金

75
万
円
・
み
ん
な
の
町
づ
く

り
助
成
金
30
万
円
・
寄
付
金

25
万
円
で
高
原
城
址
整
備
を

行
い
、
そ
の
後
の
整
備
は
町

内
の
有
志
と
老
人
会
の
方
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
み
ん
な
高
齢
に
な
ら
れ

今
後
の
整
備
が
出
来
な
く
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
高
原
城
址
を
昔
の
呼

び
名
の
城
山
と
し
、
城
山
公

園
と
し
て
住
民
の
憩
い
の
場

所
に
し
て
は
と
考
え
る
が
。

A
　

直
島
に
は
横
防
公

園
な
ど
６
カ
所
の
公

園
が
あ
る
。
人
口
や
子
ど
も

の
減
少
に
と
も
な
い
公
園
の

利
用
者
も
減
少
し
て
い
る
。

高
原
城
址
の
状
況
を
確
認
し

た
が
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
瀬

戸
内
海
の
景
色
は
美
し
か
っ

た
。
今
ま
で
整
備
し
て
く
れ

た
人
た
ち
に
敬
意
を
表
し
た

い
。

　

今
後
は
町
の
景
観
保
護
条

例
も
あ
る
の
で
、
活
動
は
続

け
て
ほ
し
い
。

整備を望む高原城址

高
原
城
址
を
公
園
に

高
原
城
址
を
公
園
に



9 議会だより　なおしま No.168

　

去
る
５
月
19
日
、
濵
中
新

町
長
が
誕
生
し
、
直
島
丸
の

舵
取
り
を
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

強
い
個
性
で
多
く
の
事
業

を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
来

ら
れ
た
前
町
長
の
体
制
を
引

き
継
い
だ
が
、
新
町
長
は
ど

の
よ
う
な
「
濵
中
カ
ラ
ー
」

を
出
し
て
い
く
の
か
。
何
年

先
に
直
島
を
ど
の
よ
う
な
島

に
し
た
い
か
目
標
を
伺
う
。

　

ま
た
「
未
来
に
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
具
体
策
を

伺
い
た
い
。

A
（
町
長
）
私
の
性
格

か
ら
、
和
を
重
ん
じ

て
ね
ば
り
強
く
実
行
す
る
や

り
方
で
い
き
、
第
４
次
総
合

計
画
の
最
終
年
度
を
平
成
36

年
と
定
め
、
実
現
す
べ
く
努

力
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、

①
子
ど
も
を
増
や
す
に
は
住

宅
確
保
が
一
番
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
で
対
応
す
る
。

②
女
性
と
高
齢
者
の
活
躍
は

意
見
を
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
。

③
町
の
情
報
化
推
進
は
当
面

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
い
か

に
便
利
で
使
い
や
す
い
も
の

に
し
て
い
く
か
考
え
る
。

Q
　

長
い
行
政
経
験
か

ら
や
や
も
す
る
と
、

頭
が
か
た
く
な
り
柔
軟
な
発

想
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
て
。

A
　

診
療
所
は
24
時
間

体
制
で
の
民
営
化
は

難
し
い
。
当
面
は
現
状
で
経

営
改
善
に
努
力
す
る
。
つ
り

公
園
は
付
近
に
ベ
ネ
ッ
セ
の

新
し
い
施
設
が
で
き
る
の

で
、
再
度
要
望
し
て
い
く
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

 

実
り
あ
る
も
の
に

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

実
り
あ
る
も
の
に

　

本
年
度
、
町
は
人
口
減
少

歯
止
め
策
と
し
て
、
空
家
空

地
の
調
査
研
究
を
行
う
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
設
置

し
た
。
大
き
な
成
果
が
実
る

よ
う
具
体
策
を
提
案
す
る
。

①
各
課
が
情
報
を
共
有
化

し
、
役
場
全
体
の
問
題
と
し

て
取
り
組
む
。

②
各
地
区
の
空
家
空
地
の
情

報
通
に
協
力
い
た
だ
く
。

③
他
の
先
進
自
治
体
を
視
察

研
修
し
た
り
、
移
住
体
験
ツ

ア
ー
を
実
施
す
る
。

④
議
会
と
執
行
部
が
検
討
す

る
場
を
つ
く
る
等
、
協
力
体

制
を
構
築
す
る
。

　

以
上
、
町
長
の
考
え
は
。

A
　

①
今
年
度
の
主
な

作
業
は
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
の
で
、
結
果
を
課
長

会
等
で
報
告
、
共
有
化
を
は

か
る
。

②
必
要
に
応
じ
協
力
を
お
願

い
す
る
。

③
将
来
的
に
考
え
る
が
、
現

状
調
査
の
後
、
具
体
的
に
検

討
す
る
。
ま
た
、
先
進
地
事

例
研
究
は
積
極
的
に
や
る
。

④
議
会
の
協
力
は
施
策
を
進

め
る
の
に
不
可
欠
だ
。
節
目

節
目
で
意
見
を
聞
き
た
い
。

　

以
上
、
所
信
表
明
で
も

言
っ
た
が
、
若
者
・
子
ど
も

を
増
や
す
た
め
十
分
考
え
て

や
っ
て
い
き
た
い
。

島
の
自
然
を
活
か
そ
う

島
の
自
然
を
活
か
そ
う

　

近
年
の
直
島
は
ア
ー
ト
の

ま
ち
と
し
て
発
展
す
る
も
、

井下 良雄 議員
〔町長〕和を重んじてねばり強く

「未来につながるまちづくり」の実行策は

子どもの元気は直島の元気

瀬
戸
内
の
自
然
美
、
島
の
自

然
を
活
か
し
き
れ
て
い
な
い

と
考
え
る
。

　

自
然
の
力
で
で
き
た
洞

穴
、
美
し
い
浜
辺
、
南
部
道

路
か
ら
観
る
瀬
戸
内
の
風
景

等
、
観
光
名
所
と
し
て
ア

ピ
ー
ル
す
べ
き
と
考
え
る
。

A
　

島
の
自
然
の
Ｐ
Ｒ

が
不
足
し
て
い
る
。

例
え
ば
町
や
観
光
協
会
の
Ｈ

Ｐ
に
「
直
島
の
お
す
す
め
ポ

イ
ン
ト
」
と
い
っ
た
投
稿

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
観
光
客

に
投
稿
し
て
も
ら
う
の
も
い

い
か
と
考
え
る
。
行
政
が
や

る
よ
り
効
果
は
大
と
思
う
。

A
　

役
場
職

員
も
同
様

に
、
頭
が
か
た
く

な
ら
な
い
よ
う
気

を
つ
け
た
い
。

Q
　

町
立
診

療
所
と
つ

り
公
園
の
民
営
化

問
題
が
長
年
棚
上

げ
さ
れ
て
い
る

が
、
今
後
ど
う
取

り
組
む
か
。

いい景色がありますよ（ベネッセ桟橋付近の洞穴）
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一般質問のつづき

松島 俊雄 議員

〔
町
長
〕
町
民
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い

観
光
地
化
利
益
の
還
元
を

　

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
聖
地
と

し
て
、
世
界
の
注
目
を
集
め

る
当
町
だ
が
、
本
村
の
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
周
辺
の
混
雑
度

の
激
化
、
治
安
上
の
不
安
増

加
な
ど
、
本
村
在
住
者
を
中

心
に
生
活
環
境
悪
化
の
訴
え

も
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対

処
す
る
目
的
で
次
の
２
点
を

提
案
す
る
。

　

四
国
汽
船
本
社
を
当
町
に

設
置
し
、
納
付
さ
れ
る
法
人

税
を
原
資
と
し
て
町
民
限
定

の
運
賃
低
減
を
図
る
。

　

こ
の
実
現
に
向
け
四
国
汽

船
社
長
と
の
交
渉
を
進
め

る
。
こ
の
た
め
に
現
在
所
在

地
に
対
す
る
過
去
５
年
間
の

納
税
額
を
聞
き
た
い
。

A
（
町
長
）
質
問
の
前

文
に
あ
る
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
周
辺
へ
の
対
策
は

こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
た

が
、
今
後
も
十
分
に
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

四
国
汽
船
の
本
社
は
す
で

に
直
島
に
置
か
れ
て
い
る
。

納
税
実
績
に
関
し
て
は
、
納

税
者
非
公
開
情
報
で
あ
り
、

公
表
は
差
し
控
え
る
。

Q
　

税
額
公
表
は
求
め

な
い
が
、
現
在
納
付

さ
れ
て
い
る
税
額
で
町
民
に

あ
る
程
度
の
還
元
が
で
き
る

の
か
、
で
き
な
い
の
か
。
現

状
の
町
民
一
般
認
識
は
『
相

当
の
黒
字
経
営
で
あ
ろ
う
か

ら
往
復
運
賃
割
引
き
の
拡
大

な
ど
、
更
な
る
優
遇
策
を
望

む
』
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
の
意
向
に
添
え
る

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
が
。

A
　

す
で
に
納
税
を
し

て
い
た
だ
い
て
お

り
、
新
た
に
原
資
が
生
ま
れ

る
訳
で
は
な
い
の
で
特
に
何

か
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

し
か
し
、
町
民
の
マ
イ
ナ
ス

に
な
ら
な
い
よ
う
な
要
望

は
、
折
に
ふ
れ
や
っ
て
い
き

た
い
。

Q
　

町
営
バ
ス
の
無
料

化
を
町
民
限
定
で
実

施
し
て
ほ
し
い
の
で
、
町
外

者
の
料
金
を
増
額
し
て
は
ど

う
か
。

A
　

現
在
の
町
営
バ
ス

は
運
送
に
関
す
る
法

町民のために利益還元を

町民を無料にできますか

律
の
許
可
を
得
て
運
行
し
て

い
る
。
運
輸
局
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
「
町
民
無
料
、
町
外

者
有
料
」
は
運
行
許
可
条
件

に
反
す
る
こ
と
と
な
る
の
で

実
行
は
不
可
能
。
ま
た
高
齢

者
福
祉
と
し
て
、
す
で
に
老

人
無
料
バ
ス
券
の
交
付
を
実

施
し
て
お
り
、
運
賃
は
町
が

負
担
し
て
い
る
。
利
用
者
の

大
部
分
は
こ
の
制
度
利
用
者

な
の
で
皆
様
の
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。

地域おこし協力隊
山岸 紗恵 さん

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
議
員
が
以
前
に
一
般
質
問
や
委

員
会
な
ど
で
質
問
し
た
問
題
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
か
を
追
跡
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
宅
対
策
を
早
急
に

合
同
常
任
委
員
会
で
以
前
よ
り
議
会
閉
会
中
の
調
査
案
件

と
し
、
町
と
も
検
討
し
て
き
た
。

答
　
弁

そ
の
後

人
口
増
に
は
医
療
・
住
宅
・
海
上

交
通
問
題
が
３
大
要
素
。
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
し
て

い
る
。

町
民
の
皆
様

ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
し
て
女
性

１
人
を
採
用
し
、
当
面
は
空
家
空
地
を

調
査
し
、ど
う
活
用
で
き
る
か
考
え
る
。
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さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

幸　
宮
ノ
浦
支
店
は
親
友
と

の
共
同
経
営
で
「
直
島
バ
ー

ガ
ー
」
と
「
直
島
ビ
ー
ル
」

を
中
心
に
島
の
方
と
旅
行
者

が
、
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ　
最
後
に
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
一
言
。

幸　
数
年
前
か
ら
あ
り
が
た

い
こ
と
に
島
の
友
達
が
増

え
、
い
つ
も
皆
さ
ん
に
助
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

初
め
ま
し
て
の
方
も
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

島のライフスタイルが
とてもいい

木下　幸三 さん・暖
はる
奈
な
 さん

U・Ⅰター
ン者に聞

く
U・Ⅰター

ン第1
9回

　

今
回
の
ご
登
場
は
、
本
村

の「
ｍ
ａ
ｉ　
ｍ
ａ
ｉ
」オ
ー

ナ
ー
の
木
下
幸
三
さ
ん
、
暖

奈
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。

　

お
店
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
お

２
人
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　
忙
し
い
時
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
す
。
お
店
は
ど
う
で
す

か
。

幸　
先
日
で
丸
５
年
で
す
。

最
近
、
町
民
の
方
も
来
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
お
２
人
は
い
つ
頃
直
島

に
来
ら
れ
ま
し
た
か
。
ご
結

婚
は
い
つ
で
す
か
。

幸　
僕
は
高
松
か
ら
直
島
に

来
て
、
早
や
８
年
に
な
り
ま

す
。

暖　
私
は
静
岡
か
ら
来
て
、

今
年
で
４
年
目
で
す
。
結
婚

は
去
年
の
７
月
に
、
２
人
の

大
好
き
な
こ
こ
直
島
で
式
を

挙
げ
ま
し
た
。

Ｑ　
直
島
に
住
ん
で
の
感
想

は
。

幸　
僕
は
人
ゴ
ミ
や
都
会
が

苦
手
な
の
で
、
直
島
で
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

お
店
も
自
分
色
を
全
面
に

出
し
、
ス
ト
レ
ス
の
な
い
生

活
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
直
島
の「
こ
こ
が
良
い
」

「
こ
こ
は
イ
ヤ
だ
」
と
い
う

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
。

幸　
良
い
点
は
、
仕
事
柄
、

日
本
中
・
世
界
中
の
旅
行
者

と
出
会
い
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

イ
ヤ
な
点
は
ム
カ
デ
が
出

る
こ
と
。
大
キ
ラ
イ
で
す
。

暖　
私
は
、
美
し
い
風
景
と

日
常
が
と
な
り
合
わ
せ
の
生

活
が
と
て
も
気
に
い
っ
て
い

ま
す
。
本
屋
が
あ
れ
ば
更
に

い
い
で
す
ね
。

Ｑ　
営
業
時
間
、
定
休
日
、

一
番
人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
教
え

て
く
れ
ま
す
か
。

幸　
10
時
半
頃
か
ら
夕
方
４

時
ま
で
開
け
て
、
定
休
日
は

毎
週
月
曜
日
で
す
。

　

ハ
マ
チ
の
フ
ラ
イ
に
特
製

タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
を
合
わ
せ

た
「
直
島
バ
ー
ガ
ー
」
が
、

店
の
代
名
詞
と
な
る
人
気
メ

ニ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　
宮
ノ
浦
に
も
支
店
を
出世界中の人との出会いがうれしい

直島バーガーが人気ですよ

一
度
「
直
島
バ
ー
ガ
ー
」
を

食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。
日

頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
町
民

の
方
に
は
、「
町
民
割
引
き
」

を
も
う
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
遠
慮
な
く
「
町
民
で
す
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
夫
婦
と
も
ど
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
幸
三
さ
ん
、
暖
奈
さ
ん
、

忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も

直
島
の
観
光
面
で
一
層
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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平
和
の
た
め
に 

 

大
切
な
こ
と
　

　

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
69
年
、
今
、

世
界
中
が
不
平
や
不
満
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

戦
争
の
原
因
は
双
方
の
意
見
の
対
立

で
す
。

　

自
分
の
国
こ
そ
正
し
い
の
だ
と
、
正

義
を
主
張
し
、
相
手
国
を
悪
だ
と
決
め

つ
け
、
力
で
相
手
を
ね
じ
伏
せ
よ
う
と

し
ま
す
。

　

平
和
の
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
柔
軟

な
心
の
持
ち
か
た
だ
と
思
い
ま
す
。

 

（
大
谷
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
議
　
　
長
　　

蓬　
　

清
二

　
　
　
委
員
長
　　

井
下　

良
雄

　
　
　
副
委
員
長
　　

丸
山　

義
朗

　
　
　
委
　
　
員
　　

議
員
全
員

編
集
後
記

　

今
回
登
場
い
た
だ
き
ま

す
の
は
、
町
民
の
足
と
し

て
町
内
の
す
み
ず
み
ま
で

走
り
回
っ
て
く
れ
て
い
る

「
町
民
専
用
小
型
バ
ス
」

の
ド
ラ
イ
バ
ー
、
今
井
さ

ん
、
美
濃
さ
ん
、
井
上
さ

ん
、
山
田
さ
ん
の
４
人
で

す
。
今
井
さ
ん
と
美
濃
さ

ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

Q　

毎
日
ご
苦
労
様
で

す
。
い
つ
も
早
朝
か
ら
大

変
で
す
が
、
１
日
に
ど
れ

く
ら
い
走
り
ま
す
か
。
時

間
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

今　

約
１
１
０
㎞
で
９
時

間
く
ら
い
で
す
ね
。

Q　

１
日
何
人
く
ら
い
の

お
客
さ
ん
が
乗
ら
れ
ま
す

か
。

今　

多
い
日
は
25
人
以
上

で
、
平
均
し
て
15
人
く
ら

い
で
す
か
ね
。

Q　

雨
降
り
や
悪
天
候
時

等
で
、
困
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

今　

高
齢
者
の
方
が
ほ
と

ん
ど
な
の
で
、
乗
降
時
に

滑
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

Q　

他
の
車
や
通
行
人
に

ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
や
、

危
険
だ
な
と
思
う
と
こ
ろ

は
な
い
で
す
か
。

今　

狭
い
道
や
曲
り
角

で
、
急
な
飛
び
出
し
や
進

路
変
更
等
で
急
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
ら
れ
て
ヒ
ヤ
ッ
と

し
ま
す
ね
。

　

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な

い
で
す
。

美　

同
感
で
す
。
危
険
な

と
こ
ろ
は
特
に
な
い
で
す
。

Q　

い
ろ
ん
な
方
に
喜
ば

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
何
か
思
い
出
は
あ
り

ま
す
か
。

今　

お
年
寄
り
が
荷
物
が

重
く
て
困
っ
て
い
る
時
、

手
伝
っ
て「
あ
り
が
と
う
」

と
お
礼
を
言
わ
れ
た
こ
と

で
す
。

美　

高
齢
の
方
が
毎
回
の

よ
う
に
「
こ
の
バ
ス
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ

て
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。

Q　

１
人
で
も
多
く
の
町

民
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
に
「
こ
こ
を
改
善

す
べ
き
だ
」
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今　

フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
の
区

間
を
増
や
し
た
ら
良
い
と

思
い
ま
す
。

美　

待
機
所
に
回
送
で
帰

る
時
等
で
も
乗
車
さ
せ
て

あ
げ
た
い
（
本
村
・
積
浦

へ
行
く
の
が
分
か
っ
て
い

て
も
、
宮
浦
港
で
降
り
て

も
ら
う
の
が
辛
い
）。
ま

た
、
小
型
船
の
発
着
場
の

近
く
に
も
行
っ
て
あ
げ
た

い
。

Q　

最
後
に
「
町
民
専
用

小
型
バ
ス
」
の
Ｐ
Ｒ
を
ど

う
ぞ
。

今　
「
安
全
運
転
第
一
」

に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

美　

高
齢
の
方
の
利
用
が

徐
々
に
増
え
て
お
り
、
喜

ん
で
い
ま
す
。
若
い
人
や

子
ど
も
も
利
用
可
能
で

す
。「
安
全
運
転
第
一
」

を
心
に
、
皆
さ
ん
の
乗
車

を
待
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
今
日
は
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
身
体
に
気
を

つ
け
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
安
全
運
転
で
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

井上さん　美濃さん　今井さん

気をつけてお乗りください

「安全運転第一」でがんばってます

皆
さ
ん
の
乗
車
待
っ
て
ま
す

町民専用小型バス運転手さん

古紙配合率100%再生紙を使用しています


